
中央アフリカ・マラウイに見られる生活空間の性差－チェンベ村の事例から－ 
                             山口ゼミ 4年  新井ルミ子 

［要旨］ 
チェンベ村は、アフリカの中央部に位置するマラウイという国の南部にある。マラウイの国土の５分の

１を占めるのが、アフリカで３番目に大きいマラウイ湖（タンザニア・モザンビークではニヤサ湖と呼ば

れている）という淡水湖である。チェンベ村もマラウイ湖に面しており、マラウイ湖国立公園が隣接する。

村人の生活はいまだに湖や周辺の山に依存しているように見えるが、マラウイの中でも観光客が多く訪れ

る場所であり、チェンベ村は外部との接触が多い地域であると言える。そのため、歴史的に遡ってみると、

現在の生活に至るまでに様々な影響を受け、その都度変化を経てきたことは明白である。 

 ２００４年８月１５日から９月１１日まで、京都精華大学環境社会学部教授の嘉田由紀子先生のご好意

で、同大学の授業の一環としての海外調査演習に同行させてもらうことができ、現地に滞在し、村人の生

活を観察した。村人達の生活の中で一番不思議に感じたことは、男性と女性とが一緒に過ごしている場面

にほとんど出会わなかったことである。私自身が撮影した 696枚の写真と同行した先生と生徒からいただ

いた 388 枚の写真を見ても男女が一緒に写っている写真は 10 枚程度であった。このような写真の分析と

現地で見聞きした情報などを基に、村における生活空間の性差というパターンを抽出した。 

 本論では、生活空間の性差を解釈する上で参照枠となる内容を社会人類学の既存研究の中から取り上げ

た。そこでは、アフリカにおいて生活に影響を与える要素として、生業・労働、家族・親族、居住、宗教、

アフリカの女性、という側面に分けた。また、村の生活自体を理解するためにも、歴史的考察が必要なた

め、歴史人類学的視点やアフリカにおける歴史の影響についても考察した。 

 そして、社会人類学的視点・歴史人類学的視点の両方からチェンベ村における生活空間の性差について

再考察した。結論としては、性による役割分担･母系社会･妻方居住･思春期頃からの男子の別居･アフリカ

の女性観などが絡み合った結果、村で生活空間の性差が見られるようになったのではないかという解釈に

至った。また、それだけでは説明出来ない現象は歴史的変化を考察することで理解することが出来た。生

活空間の性差にも変化の可能性があることもわかった。 
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表 1 村人の活動空間   

場所 そこで見られる村の人々 人々がそこで行っている事 写真の枚数 

ロッジ 男性のみ ロッジ経営、労働 男-2 

土産物屋 男性のみ 土産物売り、ツアーガイダーとしての働き口探し 男-2 

木彫場 男性のみ 木彫（土産物生産） 男-1 

酒場 男性のみ（店主である女性は除く） お酒を飲む 男-2、女-１ 

西トゥンビ島 男性のみ 漁、藁採り、薪拾い（換金用）   

マラウイ湖 男性のみ 漁 男-6 

マラウイ湖湖岸 男性、女性、子どもたち 男性－舟の手入れ、網の手入れ、魚の日干し        

女性－食器洗い、洗濯、水汲み                  

子どもたち－小魚漁、両親の手伝い、水浴び 

男-23、女-37、子-43

マーケット 男性、女性、（比較的男性が多い） 売り子、買い物 男-7、女-1 

学校 子どものみ（先生は除く） 勉強 男-3、女-3、子-15 

教会 男性、女性、子どもたち（比較的男性が多い） ミサ、お祈り 男-2、女-2、子-2 

道 男性、女性、子どもたち（比較的女性が多い） 休憩、子どもと遊ぶ、商売、世間話、 男-4、女-21、子-26

家（建物自体） 男性、女性、子どもたち 寝る、食事をする（男性と女性は基本的に別々に食事をする） 男-2、女-24、子-7 

家の庭 男性、女性、子どもたち（男性は稀である） 休憩、子どもの世話、世間話、食事をする、料理 男-2、女-9、子-20 

ンコンデ（軒先） 女性、子どもたち 休憩、子どもの世話、世間話、食事をする 女-10、子-8 

井戸 女性、子どもたち 水汲み、世間話 女-10、子-8 

畑 女性のみ 農耕（基本的にはトウモロコシ栽培） 女-7、子-6 

                        図１ 昼間における男女の生活空間の簡略図 
山 女性、女の子 薪拾い（基本的には自宅用） 女-6、子-3 

                                      ※写真の総数 1,084 枚  
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